
先 名
教育課長

　ただいまから、令和３年第１回雨竜町総合教育会議を開会いたします。
　開会にあたり、西野町長よりご挨拶申し上げます。

町 長 　町長開会挨拶

先 名
教育課長

　雨竜町総合教育会議の協議内容について本年より変更していますので、会議に入る
前に私より説明申し上げます。

　今回の会議より、一つ目といたしまして教育に関連する町施策の説明、二つ目に町長
との意見交換の実施の２点を新たに協議事項として取り入れます。

　教育委員会主管以外で教育に関連する雨竜町の施策を委員に周知すること並びに
雨竜町長と意見交換することにより町長の考えを把握し、今後の教育振興に委員各位
の意見等を反映させたいと考え、従前からの協議事項を見直し、新たにこれらを総合教
育会議に取り入れるものです。

　そのような変更につきまして、何卒ご理解の程お願い申し上げます。

　これより、西野町長の進行により会議を進めてまいります。

町 長 　ただいま教育課長より説明ありましたが、今回より少し形を変えた中で進めさせていた
だきます。

　「前回会議録の承認」　についてですが、出席委員の署名をいただいておりますの
で、承認済みといたします。

　次に協議事項に入ります。
　（１）雨竜町内光ファイバ網の整備について、総務課長より説明願います。

源
総務課長

　（雨竜町内光ファイバ網整備について説明）

町 長 　町内光ファイバ網について総務課長より説明がありました。
　昨年の町政懇談会において町内に説明していたしました。
　市街地ついては平成２５年に整備は終わって、加入されている方はすでに加入して
使っておりますが、農村部、市街以外、４丁目の一部を追分以外の全町で整備します
ので、皆さん加入できることとなります。

　工事時期については具体的な情報は入ってきていないが、本町においては令和３年
度の中のかなり後のほうになると聞いている。夏のうちにということにはならないようで
す。
　どのような順番で工事するのかという情報が入ってこない。
　どこの町も申請しているので、沿線から近いところから工事となるのではないかと思う。
　工事自体は何か月もかかるというものではないので、決まれば順調に進むと思われる
が、令和４年の年が明けて２月か、もしかすると３月ギリギリになることも想定される。
　農村部では早期工事の要望もあり、NTTにその旨伝えても、なかなか実現は難しいと
感じている。

　この関係質問を受けたいと思います。

宮 武
委 員

　雨竜にある基地局は１箇所だけであるが、そこだけで雨竜町全体が網羅されるのかお
聞きしたい。

源
総務課長

　雨竜町に今ある基地局は１箇所だけであり、そこだけでということだけは聞いている。
　他の箇所に設置するということは考えてないようである。
　光ファイバーの線というのは筒状の中に張り巡らされているので、何か所かの電柱に
ボックスがありそこから配分されるが、電線の工事そのものは、今の基地局からの出発
になるものと思われる。雨竜十字街と追分市街地までも今の基地局からいっている。

町 長 　他にありませんか。



浦 本
委 員

　今現在の光回線の加入率は町で把握しているのか。

源
総務課長

　町の方では把握できていない。加入できるエリアは把握しているが、加入はあくまでも
個人申し込みであり、当時商工会通じて加入促進を行っていたが、ブロバイダも様々で
あり、どれだけがどこに加入しているということは把握できない。NTTに聞いても教えて
はくれない。

町 長 　総務省で抑えている加入率は、加入できるエリアの範囲で８０数パーセントとなってい
る。
　この加入率は過去に低い率となっている町名が報道されていたが、低いところでも７０
パーセントくらいであった。市街地はどの町村も普及されているので加入率が把握でき
るが、農村部も含めての加入率は、今ならNTTも抑えているかもしれないが、町では把
握できない。

　令和３年度に教育予算で通信費助成を計上しているのは、光ファイバーが全町に普
及されるまでの間としている。
　工事が２月３月までとなるとほぼ１年間助成することとなるが、早い時期に工事が完了
すれば助成終了となるので、町負担も軽減されることとなる。

　他にありませんか。

全 委 員 　（なしの声あり）

町 長 　なければ、これをもって質疑を終了し、次の議案に移ります。

　（２）雨竜町長との意見交換ということで、今回テーマを学力向上についてということで
ございます。
　こちらについて教育課長より説明願います。

先 名
教育課長

　それでは、今回の総合教育会議より取り入れます「町長と教育委員の意見交換」です
が、１月２９日に開催した第１回雨竜町教育委員会協議会において、教育委員各位に
町長との意見交換におけるテーマについて協議をいただき、テーマを「雨竜町におけ
る学力向上について」と設定しました。
　委員各位より忌憚のない意見をいただき、町長と議論した内容についてを今後の教
育行政の参考にさせていただきたいと考える次第です。
　今回の意見交換においては、一定の結論を会議の中で導くもの、また、結果をすぐに
求めるものではなく、委員と町長が教育に関する議論を深めることで、今後において雨
竜町の教育振興や発展に寄与するためのものであることをご承知おき願います。

　限られた時間の中での意見交換となりますが、双方有意義な形で行うことができれば
と考えております。
　活発な議論を私の立場からもお願い申しあげます。

町 長 　ただいま教育課長より説明がありました。まず、委員の皆様から子どもたちの学力向上
に向けてのご意見等お伺いしたいと思います。

沖 舘
職務代理

　今現在、小中学校の教育施策としてコミュニティスクール、小中一貫教育、タブレット
端末の導入、空調設備の整備など、雨竜町の学校づくり、教育環境の整備は管内でも
早く着手していると思う。

　ある程度教育環境が進むことはいいことだと思うが、新聞にも報道されていた令和４年
度から小学校の本格的な教科担任の導入ということもあり、これから雨竜町の子どもた
ちの学寮向上に力を入れたらいいのではと思っているので、町長の考えを聞かせてい
ただきたい。



町 長 　近隣の市町に比べても雨竜町においては色々な取り組みをし、進んでいると思って
いるが、具体的に話が出たコミュニティスクール、小中一貫教育、タブレット整備、そし
て空調の関係、その他にも教育委員の皆様ご存じのように色々取り組んでいる。
　特に小中一貫教育については、過去に色々な議論もあったが、今となっては本町も
取り入れ、他の市町も取り入れつつあると聞いているので、本町は進んでいるのかと振
り返っているが、教科担任の関係も、本町は本年令和２年度から取り入れ、来年度は新
たな方を町費負担で迎えるよう計画しており、さらに子どもたちの学力向上につながる
のかと考えている。
　また、学校の整備では、話がありましたように、空調の新設で学習環境が整えられると
いうことで、近隣の市町に比べ、本町の子どもたちは恵まれているのかと感じている。町
の規模でいろんな影響あり、大きな町だと除雪一つ見ても違っている。雨竜町は小さな
町だからこそできることが多々あり、学校の関係も子どもたちのために整備して、環境を
整えることで子どもたちの学力向上につながると思っている。

　そのようなことで、今後の色々な面で対応できることは対応していかなければならない
と思っております。
　タブレット整備の関係も、ICT関係については、特別進んでいるとは思わないが、適宜
対応させていただいてると思っている。今後も遅れずにやっていければと思っている。
　当然更新もありますので、対応していくよう考えている。

　小さな町なので、子どもたちも少ないのでできる部分もあろうかと思うが、できる限り子
どもたちの健全な教育環境を整えて対応していければと思っている。

　他にありませんか。

横 山
委 員

　毎年、教育委員において学校訪問をしており、授業参観をして学校の事業概要につ
いて説明を受け意見交換をしております。学校では新しい取り組みやいろんな工夫が
されています。教員の異動でいろんな経験を雨竜町の学校に取り入れている校長たち
の柔軟さに感謝しております。児童生徒がたくさんの経験と学びで、学力向上と生きる
力が育まれていると思います。

　また、小中一貫プログラム、ふるさとキャリア教育の中で「ライフプランニング学習」とし
て人生の各先輩からの講話はとても良い経験です。生徒が目的を持ち、それに向かっ
て行動することや大切なことが分かり、今なにをすべきかを考えることができると思いま
す。そのために、児童生徒が確実な学びとサポート体制を整備していかなくてはならな
いと考えます。

　義務教育９年間を見通した教育活動を行うため、学習専門指導員配置と、グローバル
社会に対応すべく、外国語強化への支援員配置など、今後必要と考えられますが、町
長の考えをお聞かせください。

町 長 　学校訪問においては、議会等で訪問を計画された際も、きちんと対応いただき、いろ
んな取り組みを校長をはじめ教職員の皆様がやっていただいていると思っている。
　ライフプランニング講話においては、私も１時間お願いされ、これまで３回行っている
が、自分の経験を中心に、考えていること、町づくりについて話をさせていただき、子ど
もたちから質問を受けて答えるというスタイルで行い、私どももありがたいですし、校長に
伺うと、近隣でもライフプランニングでいろんな講師を招いているが、町長の講話を行っ
ている学校はないと聞いている。
　子どもたちも講師に現場の色々な話が聞けて、とても真剣に聞き入り、身になる時間
であると思っている。
　今回は講話を行って次の日が講話を受けた中学３年生が町議会定例会の傍聴に来
庁し、傍聴と講話の感想を文章で全員分いただきました。
　ちょうど受験する学年で、受験を目前に控え、励ましと自分の経験を話させていただき
ましたが、これから社会人になっていく若い人が前向きに生きて行ってほしいなどいろ
んな話をしました。

　子どもたちの感想は様々で、色々な考えを持っていることを知ることができましたし、
私自身いい経験をさせていただきました。学校ではいろんなこと子どもたちのために
やっていると実感しました。
　教育委員会において学校と連携をとって今後もさらに委員が言われるような方向で取
り組めればと思いますので、いろんな意見をこれからもいただき取り組んでいけるよう努
力したい。



町 長 　他にありませんか。

浦 本
委 員

　 　私も学校訪問において、学校の環境面において、本町は進んでいると感じ、支援補
助員もついて細やかに指導されている姿を見てうれしく思っている。
　学力向上というテーマは幅広いが、やはり学校においていろいろ教えても、子どもた
ちが放課後において学習しているかしていないかでかなり変わってくると思う。

　本町においてはジュニアスクールを開設し、町内の民間塾が請け負っているが、対象
は小学校３年生以上となっているが、現状小・中学校の受講生１２名と報告をうけてい
る。　今後の受講生の減少が心配。ジュニアスクールの指導教科は国語・算数・数学で
あるが、今は英語に対し新聞やインターネットを見ていると小規模自治体が力を入れ、
いい人材を入れていると報道されているのを知り、放課後教育を進めなければダメなの
かと思う。

　おそらくジュニアスクールにおいても、保護者にどのような科目を教育していいかと問
えば英語の指導を希望することが増えるのかと考えられ、英語を取り入れてはと思って
いる。
　もう一つ、地域おこし協力隊の学力支援員を募集している自治体をホームページ等
で目にするが、募集することも考えてみてはどうかと町長の考えを聞きたい。

町 長 　 　英語指導助手の採用の仕方が変わり現在は民間会社に委託し、なかなか私も会う機
会がないが、問題なく勤務されていると聞いている。
　ジュニアスクールの関係であるが、受講生の減少の懸念は確かにあるが、運営に関し
ては問題なく進めてもらっている。塾長の高齢化も心配されるが、今後色々検討しなけ
ればならないと感じている。

　受講生募集についても、適宜行っているが、保護者の考えで、滝川市あたりの塾に
通っている児童生徒も何人かはいるのかと思う。
　英語の関係は、確かにニーズは高まっていると思うので検討していかなければならな
いであろうと考える。

　学習支援的なこともジュニアスクールを使ってということも考えられるが、他の方法も考
えていきたい。
　私の中で今少し考えていることは、一般教諭は退職後も再任用を希望される方が多
いイメージを持っているが、校長・教頭はあまりないのかと思っており、結構人材がいる
と考え必要に応じて、公募することも将来的に考えられると思う。

　地域おこし協力隊に関しても教育に特化した中で募集することも可能と思うので、ご
意見を参考にして対応していければと思います。

　他にありませんか。

宮 武
委 員

　学習支援員の配置の関係ですが、地域おこし協力隊を有効に活用することも良いの
は浦本委員と同じ意見であるが、令和３年度地域おこし協力隊が５人になるとも聞いて
いるので、時間のある時に１時間でも協力いただく形でも良いのではと思いました。

　違う観点から、雨竜町の学校は特徴のある学校づくりが進んでいると感じているが、児
童生徒数の減少が進み、現在１学年平均１５人前後の学級が多くなってきている、今後
また１０人以下の学級が想定され、そうなると複式学級となり、学力がどうなるのか。競争
率を煽るわけではないが、ある程度児童生徒数がいないと学力も向上しないのではな
いかと懸念がある。

　本町の学校づくりの特色を、町外なり、全道・全国に発信できるような環境を整えて、
雨竜町としても人口増加を望めるような環境づくりをお願いしたいと思います。

町 長 　まず、地域おこし協力隊は教育に特化して募集はできるかと思います。さきほど５名と
おっしゃられましたが、今回農業と町のPRを担当するということで募集しておりました
が、応募がなく今後再度募集する予定でおり、現状は３名となっています。
　児童生徒数の減については、出生数がここ数年減少しており、いずれ就学するときに
少ないのは目にみえているところであり大きな問題と捉えている。



町 長 　なかなか人口増につながる施策が見つからないのが現状である。
　令和３年度新たな宅地分譲をする予定であり、今後町内外にPRしていくが、町外の方
が住んでいかだかないと人口は増えない。公営住宅においても新しい団地を令和３年
度建築するが、今年度完成の団地においても、空いている状況である。

　住環境整備をし、少しでも人口増につながるように考えているが、なかなか難しいのが
現状。
　私が町長になってから子育て支援のための施策で３人目の出産で１００万円というの
をやらせてもらい人口増につながればと思い始めた。
　保育料においても国の制度を拡大して無料化も行うなど子育て環境にも取り組んで
いるが、現実は厳しい。

沖 舘
職務代理

　雨竜町において特色ある教育を色々やっているが、どういう子どもを育てていくのか、
行政が責任をもって、やらなければならないというのを読んだことがある。
　人が増えれば土地も売れるだろうし、産業が発展していくと思う。
　先ほど宮武委員が言ったように、雨竜町に行けばこういう教育施策があってということ
をアピールしていき、皆さん雨竜町に来たら、あんなことができるこんなことができる、雨
竜町における教育は最高であるとPRし、雨竜町の学校通わせたい気持ちとなるようにし
ていくことが大事ではないか。
　現在は町立学校の先生は当該から通勤している先生多いが、本町住んでもらい、地
域のために動いてくれる熱い気持ちを持った先生の存在は大事である。
　特色ある教育を町の活性化につなげたいと思うが町長はどう考えるか。

町 長 　おっしゃる通りだと思います。
　子どもたちの教育は教員がやるので、教員のいい人材確保は大事ですが、教員も異
動があります。
　本町は農業の町であり、以前は学校田があって、田んぼの学習をして、最後は収穫
や餅つきなどやっていた。

　今は町の実習圃場で田んぼアートに関わったり、保育園児においては芋を作ったり、
農業に関わることは実際やっていることが後々大人になったときに、自分の故郷は農業
の町と思ってくれることはいいことだと思いますし、農業後継者になるお子さんもいま
す。
　昨年、新型コロナウィルス感染症に関連して町の独自事業で、子どもたちにお米と特
産物を配布する事業を行った。この事業については、教育委員会が考え実施したが、
他市町でやっていない事業であり、農業の町ならでは、特産品を実際に食べて知って
もらう良い機会であったと思います。
　児童生徒が基幹産業である農業に関連する機会に接することがあることは非常に大
切なことと思うとともに、以前行われてた餅つきなどは貴重な良い体験と思う。

　教員が地域に住んでいただくことは残念ながら現状難しく、校長・教頭のみ居住と
なっているのが、そういう時代なのかと思う。確かに地域に居住される教員については、
地域と交流もでき、意識も違うと感じる。
　養護学校においても、道営の住宅があっても通勤している教員が多い。
　町も先ほど言ったように新しい町営住宅も建築しているので、居住してもらえるようPR
していきたい。

教 育 長 　今回初めてこういう形、町長と意見交換ということで総合教育会議スタートしたのだ
が、現在の在校の子どもたちは、施設一体型になってからの子どもたちがほとんどだ
が、学力的に中学３年生の学力についても、３回ほど空知管内のテストがあったが、４１
校中３回とも順位が一桁で上位の成績を納めている。

　これは授業改善を行って、小学校１年生から中学校３年生まで、統一した授業スタイ
ルで行っている。子どもたちが学年が進んでも同じスタイルで安心して授業を受けられ
ている。
教員によっては異動によってそれが馴染めないということもあったようだが、経過とともに
教員がお互いの授業改善を行うように指導・研究している。
　この統一した授業が学力向上につながっている一つの要因ではないかと思っている。



教 育 長 　先ほど懸念されていた複式学級であるが、他の町ではすでに複式学級となっていると
ころもある。小学就学時は何人であっても単独学級であるが、２年生以降は、上下の学
級が１６人以下であれば複式学級となる。
　複式となる場合であっても、市町村単費の予算で教員を配置し、単独学級としている
自治体もあるが、今後雨竜町においても複式学級となることは充分考えられるので、教
員の配置についても念頭に置いておかなければならないのかと思っている。

　令和３年度において、町長にお願いし、算数・数学の先生を学習支援員として退職教
員を雇用し、少しでも子どもたちの学力向上につなげていければいいなと考え、予算計
上させてもらっている。
　英語についても、昨年より成績が伸びていると、前段の教育委員会で報告させても
らったが、来年の今頃はさらに伸びている報告であるといいのかと思っております。

　先ほど沖舘職務代理より話があったように、雨竜に来たら学力が伸びるといった町起
こしができたらいいのかなという思いはあるが、それはなかなか現実的には課題があろ
うかと思います。
　あとは予算次第でもあります。

沖 舘
職務代理

　町長にお願いがあります。
　ぜひ、外国人の町職員を雇用してほしい。
　これまで雇用していたAETのように町民に近い存在の外国人がいると話題にもなる。
英語ができるようになるかもしれない。

町 長 　地域おこし協力隊など、活用方法はいろいろ考えられるので検討していきたい。
　AETも町で雇用していた時は、会う機会もあったが委託となってからは会う機会もな
い。
　外国人を町職員として採用するのは難しいと思うが、いろんな可能性を検討したい。

　他にありませんか。

全 委 員 　（なしの声あり）

町 長 　町長閉会挨拶

　以上をもちまして、令和３年第１回雨竜町総合教育会議を閉会いたします。


